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薩摩半島南岸から得られた鹿児島県本土初記録のナミフエダイ

石原祥太郎 1・本村浩之 2

A single specimen (174.6 mm standard length) of Lutjanus 
rivulatus (Cuvier, 1828) (Perciformes: Lutjanidae) was collected 
from Ibusuki, south coast of the Satsuma Peninsula, Kagoshi-
ma Prefecture, Japan. In Japanese waters, L. rivulatus has been 
recorded from the Ogasawara Islands, Kanagawa, Shizuoka, 
Wakayama, Kochi, and Miyazaki prefectures, the Osumi Islands, 
Amami-oshima island, and the Okinawa Islands. Thus, the 
present specimen, described herein in detail, represents the first 
record of the species from Kagoshima mainland.
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 Abstract

の鹿児島県における分布は大隅諸島以南の島嶼域に限られ

ており（鏑木，2016; Motomura and Harazaki, 2017; Tanaka 

and Shinohara, 2018; Nakae et al, 2018；畑，2019），指宿産

の標本は本種の鹿児島県本土における初めての記録となる

ため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947) と Allen 

and Talbot (1985) にしたがった．側線上方横列鱗数と側線

下方横列鱗数は，それぞれ背鰭基底と臀鰭基底に接する小

鱗を各 1 枚として計数した．体各部の計測はノギスを用い

て 0.1 mm 単位まで行い，計測値は体長に対する百分率で

示した．標準体長は体長または SL と表記した．生鮮時の

体色は固定前に撮影された標本のカラー写真に基づく．標

本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に

準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真は

同館のデータベースに登録されている．

Lutjanus rivulatus (Cuvier, 1828)

ナミフエダイ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 147771，体長 174.6 mm，鹿児島県指

宿市開聞川尻港（31°10′40″N, 130°33′19″E），水深 5–6 m，

2020 年 10 月 24 日，釣り，松本　悠．

記載　背鰭鰭条 X, 15；臀鰭鰭条 III, 8；胸鰭鰭条数 17；

腹鰭鰭条 I, 5；側線有孔鱗数 48；側線上方横列鱗数 9；側

線下方横列鱗数 20；頬鱗列数 6；鰓耙数 6 + 11．各体部

測定値の体長に対する割合（%）：体高 46.0；体幅 17.3；

頭長 39.6；吻長 15.5；眼径 8.0；両眼間隔幅 9.9；上顎長

15.9；眼下高 9.4；尾柄長 17.9；尾柄高 13.2；背鰭前長

44.8；臀鰭前長 71.2；腹鰭前長 41.1；背鰭第 1 棘長 5.6；

背 鰭 第 2 棘 長 10.0； 背 鰭 第 3 棘 長 13.3； 背 鰭 第 4 棘 長

14.4；背鰭第 5 棘長 14.1；背鰭第 6 棘長 13.1；背鰭第 7 棘

長 11.9；背鰭第 8 棘長 10.4；背鰭第 9 棘長 10.0；背鰭第

フエダイ科フエダイ属 Lutjanus Bloch, 1790 は，背鰭が

10–12 棘 12–16 軟条であること，上枝鰓耙数が 4–10 であ

ること，および両顎前方に大きな犬歯状歯をもつことな

どにより特徴づけられ（Allen and Talbot, 1985），日本から

26 種が知られている（佐藤ほか，2021；本村，2021）．こ

のうちナミフエダイ Lutjanus rivulatus (Cuvier, 1828) はアフ

リカ東岸からソシエテ諸島にかけてのインド・太平洋に

広く分布し（Allen and Talbot, 1985；島田，2013），日本で

は小笠原諸島，神奈川県から宮崎県にかけての太平洋沿

岸，大隅諸島，および琉球列島から記録されている（島

田，2013; Koeda et al., 2016; Iwatsuki et al., 2017; Motomura 

and Harazaki, 2017; Tanaka and Shinohara, 2018；山川ほか，

2018; Nakae et al., 2018；三木，2021；井上ほか，2021）．

2020 年 10 月に鹿児島県薩摩半島南岸の指宿市開聞川尻

港から 1 個体のナミフエダイが採集された．これまで本種
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10 棘長 10.3；背鰭第 1 軟条長 12.0；背鰭最長軟条長 14.3

（第 8 軟条）；臀鰭第 1 棘長 5.9；臀鰭第 2 棘長 13.5；臀鰭

第 3 棘長 11.5；臀鰭第 1 軟条長 12.8；臀鰭最長軟条長 18.1

（第 4 軟条）；胸鰭長 34.2；腹鰭棘長 12.8；腹鰭長 21.4；尾

鰭長 24.6．

体は前後方向に長い楕円形で側扁し，体高は背鰭第 5

棘基底付近で最大となる．体背縁は吻端から背鰭第 5 棘基

部にかけて上昇し，そこから尾柄にかけて下降する．体腹

縁は下顎先端から肛門にかけて緩やかに下降し，そこから

尾柄にかけて緩やかに上昇する．上顎の先端は下顎の先端

より僅か前方に位置し，上顎後端は眼窩前縁直下を越える

が眼窩中央直下には達しない．両顎には，犬歯状歯が 1 列

に並ぶ．鋤骨歯帯は三日月状で，後方に延長しない．鼻孔

は 2 対で両鼻孔は僅かに離れ，眼の前方に位置する．前鼻

孔は正円に近い円形で，開口部は皮弁に囲まれ，皮弁の後

縁は伸長して尖る．後鼻孔は吻端から眼窩に向かう長い裂

孔状を呈し，低い皮弁を前後縁に有する．眼は頭部中央よ

り僅か上方に位置し，正円形をなす．前鰓蓋骨の後縁は鋸

歯状で，下縁は平滑．鰓蓋後縁の中央部は後方に突出し，

鰓蓋縁は平滑．背鰭起部は腹鰭起部直上より前方，背鰭基

底後端は臀鰭基底後端直上より後方にそれぞれ位置する．

背鰭棘は第 4 棘が最長．背鰭棘条部の鰭膜の切れ込みは前

部ほど深く，後部ほど浅い．背鰭軟条部縁辺の輪郭は丸み

を帯びる．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも前方，胸鰭基底

下端は鰓蓋後端直下にそれぞれ位置する．胸鰭後端はやや

尖り，背鰭第 1 軟条基底直下に達する．腹鰭基底は鰓蓋後

端直下に位置し，たたんだ腹鰭の後端は肛門に達する．臀

鰭起部は胸鰭後端直下に位置する．臀鰭棘は第 2 棘が最長

で，臀鰭軟条部の後縁は尖る．尾鰭は截形を呈する．肛門

は背鰭第 10 棘条直下に位置し，前後に長い円形．体部，

頬部，鰓蓋，背鰭基部，および臀鰭基部は櫛鱗に被われる．

体表鱗の露出部と被覆部の境界線は後方に凹む．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）― 体側面の地色は黄褐色

で，背面は茶褐色，腹面は赤褐色を呈する．体側各鱗は後

縁が褐色で縁取られ，内部に小灰白斑を有する．体背側の

鱗の小灰白斑は青みがかる．背鰭第 3 軟条基底下方の側線

上に瞳孔大の白みがかった赤褐色斑が 1 つあり，その周囲

は黒く縁取られる．頭部は黄褐色で，鰓蓋後端は茶褐色，

頭腹面に近づくほど赤褐色になる．頭部には多数の青紫色

縦波線があり，鰓蓋上ではやや不連続．背鰭と臀鰭は全体

的に暗い黄色で，被鱗域は茶褐色．胸鰭は鰭膜が黄色がかっ

た半透明で，胸鰭上部は黒ずむ．胸鰭軟条は暗い黄色を呈

し，第 1，2 軟条は赤褐色を呈する．腹鰭は全体的に黄褐

色で，第 1 軟条の中央から先端は明るい灰色．尾鰭は前半

部で茶褐色，後半部で暗い黄色を呈する．

分布　アフリカ東岸からソシエテ諸島にかけてのイン

ド・太平洋に広く分布する（Allen and Talbot, 1985；島田，

2013）．日本国内においては小笠原諸島，神奈川県三浦半

Fig. 1. Fresh specimen of Lutjanus rivulatus (KAUM–I. 147771, 174.6 mm SL) from Ibusuki, south coast of the Satsuma Peninsula, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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島，静岡県伊豆半島，和歌山県串本，高知県，宮崎県日

向灘，大隅諸島（種子島・屋久島），奄美群島（奄美大

島），沖縄諸島（沖縄島），および八重山諸島（石垣島・西

表島・与那国島）から記録されていたが（島田，2013；鏑

木，2016; Koeda et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017; 

Iwatsuki et al., 2017; Tanaka and Shinohara, 2018；山川ほか，

2018; Nakae et al., 2018；畑，2019；井上ほか，2021），本

研究によって分布の空白域であった鹿児島県本土の薩摩半

島南岸からも本種が記録された．

備考　指宿産標本は背鰭軟条数が 15 であること，体長

が体高の 2.2 倍であること，吻部に多数の青色波線をもつ

こと，および臀鰭の後縁が尖ることなどの特徴が Akazaki 

(1983)，Allen (1985)， お よ び Tanaka and Shinohara (2018)

の示した L. rivulatus の標徴と一致したため，本種に同定

された．指宿産標本は体側後半部の側線上の 1 斑の色彩が

白みがかった赤褐色であったが（Fig. 1），Akazaki (1983)，

Allen (1985)，および Tanaka and Shinohara (2018) は白色と

しておりわずかに異なるが，その他の形質と色彩はよく一

致した．したがって，本標本における体側後半部の側線上

に 1 つみられた斑の色彩は種内変異とみなした．

ナミフエダイ L. rivulatus はフエダイ Lutjanus stellatus 

Akazaki, 1983 と鋤骨歯帯の中央部が後方に伸長しないこ

とや体側に小白斑をもつことなどの形態的特徴を共有する

が，前者は後者と比較して，吻部に多数の青色線があるこ

と（後者では青色線がないか，あっても数本），体側後半

部の小白斑が側線上にあること（側線より上方），臀鰭後

縁が尖ること（丸い），および体表の鱗における露出部と

被覆部の境界線が後方に凹む（直線状である）ことなどに

よって識別される（Akazaki, 1983；島田，2013; Tanaka and 

Shinohara, 2018）．

ナミフエダイの国内における記録は「分布」の項目で

述べたとおりであり，鹿児島県本土からの本種の記録は知

られていない．したがって，本研究で記載した標本は鹿児

島県本土における本種の初めての記録となる． 
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